
心もよう 
 

 

“いつまで続くこの残暑”といった

感じでしたが、やっと秋の気配を感じ

る日々になりました。 

“おはようございます”いつものよ

うに、井上さんがにこにこと診察室に

入ってきました。井上さんは、元教員

の８３歳の女性ですが“おばあちゃ

ん”と呼ぶと私がしかられます。“お

ばあちゃんと呼ばれると年寄みたい

でいやだから”というのが理由です。

外来では“井上さん”“先生”と呼び

合って診察しています。井上さんは

時々“もう、いつ死んでもいいと思っ

ているのだけれど”と話しています。

私は“まだまだ元気だし死にそうもな

いですよ！ところで先立たれたご主

人は迎えに来てますか”と話すと“そ

れが先生、もう先立たれて２４年にな

るけれど、まだ迎えに来ないのよ。き

っとあの世でいい人でもできたので

しょう”と。井上さんとは月に１度の

外来で糖尿病の話はせずに、このよう

な話をしているわけです。井上さんは、

診察が終わるとき“先生いつも雑談ば

かりで外来のジャマしてごめんね。で

も楽しかった”といって帰られます。 

佐藤さんは、８０歳になる女性で、

私のクリニックに通院してからもう

５年になります。ヘモグロビンエーワ

ンシー（ＨｂＡ１ｃ）は、7％台で（コ

ントロール良好は 5.8％以下）、私が

もっとコントロールを良好にしよう

とすると“先生、私は薬（経口糖尿病

薬）を飲んでまで、血糖を下げるのは

いやなの”と言い張る方で、“しょう

がないですねー”といって外来診療を

している患者さんです。今月の外来で

は、めずらしくＨｂＡ１ｃが 7％以下

に下がっていたので“どうしたの佐藤

さん！”と思わず聞いてしまった程で

した。佐藤さんは“気を付けたのよ先

生、ラーメン食べたけど汁は飲まなか

ったんだから”と。私は、“えらい！

たいしたものですねぇ。”といったよ

うな楽しい会話が終わりに近づいた

頃、佐藤さんは“ところで先生、いつ

も思っていたのだけれど、ここに来て

いるのは本当に患者さんなの？”との

質問。私は“どういうこと？”と聞き

返すと、佐藤さんは“だって。ここに

来ている患者さんは、待合室でも、診

察室でも、採決室でも、どこかで必ず

誰かが笑っているんですもの。まるで

病気じゃないみたい”と。 

糖尿病患者さんの、病気への不安や、

食べ物へのストレスは大変なもので

す。血糖値の話をするばかりが糖尿病

の診療ではありません。こちらから話

をするだけではなく、患者さんの話を

よく聞くことが大事です。診察を終え

て帰るたびに“今日も来てよかった”

と思える外来でありたいものです。 
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